
主催：公益財団法人 日本国際問題研究所、同志社大学南シナ海研究センター、同志社大学法学部

シンポジウムのご案内

「東アジアの領土・海洋をめぐる情勢とその起源」

このたび日本国際問題研究所と同志社大学では、「東アジアの領土・海洋をめぐる情勢とその起源」と題するシンポジウムを
開催する運びとなりました。 お申込みは、裏面の参加申込用紙に所定の事項をご記入の上、メール
（kyoto_sympo190302@jiia.or.jp）またはファックスにて2月27日（水）までにご返送ください。
なお、お席に限りがありますので、参加ご希望の場合は事前登録をお薦めいたします。

1.【日時】 平成31年3月2日（土）13:30-17:00 【受付開始】13:00～
2.【場所】 同志社大学 室町キャンパス 寒梅館（KMB211）

（住所：京都市上京区烏丸通上立売下ル御所八幡町103 ）
3.【プログラム】

●【基調講演 】 13:35～： ポール・ライクラ―弁護士(中比南シナ海仲裁裁判比側弁護人) 
【テーマ】 「南シナ海仲裁裁判と法の支配」
「九段線」といった歴史的権利に関する中国の主張に対する南シナ海仲裁裁判の判断を振り返るととも
に、その後の南シナ海情勢の展開について、東アジアにおける法の支配と海洋秩序の観点から講演する。
【コメンテーター】 坂元茂樹 (同志社大学法学部教授)
【モデレーター】 中山泰則 (公益財団法人 日本国際問題研究所所長代行)

●【パネルディスカッション 】14：50～
【テーマ】 「東アジアの領土をめぐる情勢とその起源」
現在、東アジアには数多くの領土・海洋をめぐる議論があるが、その原点として、 (i)近現代中国の境界認識と
過去の位置づけ、(ii)戦前における日本周辺の島嶼での経済活動やそれを踏まえた日本政府による領土編入、
(iii)サンフランシスコ平和条約における領土に関する処理、(iv)現在の国連海洋法条約をはじめとした国際海洋法
秩序と東アジアでの領土・海洋をめぐる議論の関係などについて議論を行う。
【パネリスト】 岡本隆司（京都府立大学教授）、高井晉（公益財団法人笹川平和財団海洋政策研究所

島嶼研究センター 特別研究員）、酒井啓亘（京都大学大学院法学研究科教授)
【コメンテーター】 阿川尚之（同志社大学法学部特別客員教授）、村田晃嗣（同志社大学法学部教授）
【モデレーター】 浅野亮（同志社大学法学部教授）

4.【言語】 日本語・英語（日英同時通訳付）
5.【参加費】 無料 ※会場内での撮影と録音はご遠慮いただいております。

【お問い合わせ先】公益財団法人日本国際問題研究所 京都シンポジウム事務局

TEL：03-3503-7794 / FAX：03-3503-7411 / E-mail：kyoto_sympo190302@jiia.or.jp

基調
講演

ポール・ライクラー弁護士（中比南シナ海仲裁裁判比側弁護人）
フォレイ・ホアグ事務所 弁護士 国際訴訟・仲裁部部長

ポール・ライクラー弁護士は、国際公法の分野において世界でもっとも権威のある実務家のお一
人で、25年以上の長きにわたり、国際裁判における弁護人として活躍されてきました。ハーグに
ある国際司法裁判所（ICJ）や、ハンブルグにある国際海洋法裁判所（ITLOS）で各国の
弁護人として活躍するエリート弁護士です。ライクラー弁護士は、国際関係における実力行使
の問題が争われたニカラグア対アメリカの訴訟（1984-1986）におけるニカラグア側顧問弁護
士を務められたほか、ニカラグア対コロンビア（2007-2012）、ソマリア対ケニヤ（2014-係
争中）、バングラデシュ対ミャンマー（2009-2014）など、数々の国家間の境界画定事案に
おいて弁護人を務められています。さらに、2016年7月12日に判断が示された、南シナ海をめ
ぐる仲裁裁判においては、フィリピンが判断を求めていた 15の請求項目のほとんどすべてにおい
て同国にとって有利な内容を勝ち取るなど、そのご活躍ぶりは大変注目されています。

日本国際問題研究所 同志社大学南シナ海研究センター
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参加申込用紙

(公財) 日本国際問題研究所 京都シンポジウム事務局 行
FAX：03-3503-7411 / E-mail：kyoto_sympo190302@jiia.or.jp

出席ご希望の場合は、お手数ですが 2月27日（水）までに、所定の事項をご記入の上
ファックスまたはメールにてご返送下さい（英語表記もご記入願います）。

シンポジウム
「東アジアの領土・海洋をめぐる情勢とその起源」

■会場所在地: 同志社大学 室町キャンパス 寒梅館（KMB211）
（住所：京都市上京区烏丸通上立売下ル御所八幡町103）

■開場・受付開始 13：00～


